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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和

六
年
は
元
旦
の
能
登
半
島
地

震
に
始
ま
り
、日
向
灘
地
震
、

山
形
県
や
能
登
半
島
の
集
中

豪
雨
等
、
各
地
で
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
本
村
で
は
大

き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
な
く
本
日
を
迎
え
て

お
り
ま
す
が
、
春
か
ら
秋
に

新
年
の
ご
挨
拶

喬
木
村
村
長
　
市
瀬
直
史

か
け
て
の
異
常
気
象
で
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

統
計
開
始
以
来
も
っ
と
も
暑
い
秋
だ
っ
た
昨
年

は
、
マ
ツ
タ
ケ
は
近
年
に
な
く
豊
作
で
、
村
内
の

直
売
所
や
関
係
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。
一

方
で
、
り
ん
ご
を
は
じ
め
と
す
る
果
樹
は
、
春
先

の
着
果
不
良
や
着
色
不
良
、
カ
メ
ム
シ
被
害
等
で

収
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
と
の
お
話
で
す
。

市
田
柿
も
収
穫
量
は
多
か
っ
た
一
方
で
、
高
温
や

多
雨
の
影
響
で
加
工
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
お

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
や
野
菜
に
つ
い
て

も
同
様
で
、
異
常
気
象
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
も
こ
う
し
た
異
常
気
象
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
さ
れ
て
い
る
環
境
問
題
も
含
め
、

対
応
を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

喬
木
村
発
足
一
五
〇
周
年
に
つ
い
て

　

さ
て
、
本
年
一
月
に
は
村
発
足
一
五
〇
周
年
の

記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
ま
す
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
記
念
式
典
と
美
し
郷
喬
木
ま
つ
り
を
九
月

に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
喬
木
村
の
心
意
気
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

記
念
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、
実
行
委
員
の

皆
様
の
お
取
組
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広報 2025・2
第476号

村の人口　5,600 人（－２）
　男　　2,747 人（－２）
　女　　2,853 人（±０）

　世帯数　2,050 戸（－１）
（令和７年１月１日現在）

▼マツタケを美味しそうに頬張る児童たち
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サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

　

本
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
活
用
し
て
昨
年
か
ら
整
備
を
行
っ
て
い
る
村

内
二
ヵ
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
ま
も
な
く

開
業
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
段
階

と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
都
市
部
の
企
業
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
喬
木
村
の
地
域
課
題
を
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
誘
致
戦
略
の
策

定
や
、
企
業
と
の
関
わ
り
を
つ
く
る
機
会
の
創
出

な
ど
に
つ
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
民
間
企
業
と

連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う
、
委
託
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

喬
木
村
に
と
っ
て
有
益
な
企
業
を
誘
致
で
き
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

中
原
共
創
施
設
に
つ
い
て

　

ま
た
、
た
か
ぎ
保
育
園
西
側
に
建
設
予
定
の
交

流
宿
泊
機
能
を
有
し
た
中
原
共
創
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
て
、
施

設
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
段
階
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
地
域
内
外
の
子

供
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
世
代
が
学
び
挑
戦
す

る
機
会
の
創
出
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
カ

フ
ェ
・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
賑
わ
い
の

創
出
、
短
期
か
ら
中
期
の
滞
在
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
施
設
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
七
年
度
中
の

整
備
、
令
和
八
年
度
に
供
用
開
始
と
な
る
よ
う
に

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て

　

次
に
、村
民
の
皆
様
と
「
こ
れ
か
ら
の
喬
木
村
」

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
む
ら
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
今

年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信

時
代
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
の
構
想
を
示
す
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
骨
子
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
は
計
画
の
骨
子
案
が
ま
と
ま
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
が
防
災

情
報
や
自
然
資
源
、
社
会
資
源
等
の
基
礎
デ
ー
タ

を
基
に
し
た
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
信
州
大
学
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
室

と
連
携
し
、
学
術
的
な
知
見
か
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
未
来
の
喬
木
村
構
築
の
た
め

の
種
ま
き
と
し
て
、多
く
の
外
部
人
材
を
活
用
し
、

村
に
住
ん
で
い
る
と
気
が
つ
か
な
い
喬
木
村
の
魅

▼喬木まつりの様子

▼むらづくりワークショップの様子
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力
や
課
題
を
抽
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
賑
わ
い
の
創
出
や
地
域
資
源
の
掘

り
起
こ
し
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
最
大
限
に

活
か
し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
村

民
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
関
係
人
口
創
出
事
業

を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
に
つ
い
て

　

工
事
が
続
い
て
お
り
ま
す
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
。
リ
ニ
ア
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
Ｊ
Ｒ
か
ら
静
岡
工
区
が
今
す
ぐ

着
工
し
て
も
最
短
で
十
年
は
か
か
る
と
工
期
の
大

幅
延
長
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
三
遠
南
信
自
動
車

道
も
含
め
て
、
現
段
階
で
は
村
内
工
事
区
間
の
完

了
時
期
は
明
確
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
開
通

効
果
は
こ
の
地
域
に
数
百
億
円
と
も
見
積
も
ら
れ

る
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
る
い
将
来
が
見
え
て
い
る
地
域
は
全
国
津
々

浦
々
探
し
て
も
そ
う
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
生
か
す
た
め
、
ま
た
、
村
民

の
皆
様
の
工
事
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
、
村
で

は
村
内
区
間
の
早
期
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
高
速
交
通
網
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
新
し
い
産
業
誘
致
や
観
光
事
業
へ

の
挑
戦
等
々
、
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

阿
島
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

　

長
年
、
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
阿
島
橋
の

架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
飯
田
市
座
光
寺
と
喬
木

村
役
場
間
の
ル
ー
ト
調
査
の
た
め
の
入
札
が
公
告

さ
れ
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
の
工
期
延
長
を
好
機
と
捉

え
、
開
業
ま
で
に
出
来
る
準
備
を
行
う
時
間
的
猶

予
が
与
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

地
域
振
興
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

異
様
な
物
価
上
昇
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
等
々
、
様
々
な
難
問
が
毎
年
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
課

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
活
力
あ
る
喬
木
村
構
築

の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

予
期
せ
ぬ
変
革
の
時
代
に
遭
遇
し
、
か
つ
、
劇

的
に
変
わ
る
交
通
網
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か

ら
の
喬
木
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ

て
参
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
が
叶
う
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
昨
年
一
年
間
の
村
政
に
対
す
る
ご
協

力
に
御
礼
申
し
上
げ
、
迎
え
ま
し
た
二
〇
二
五
年

が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【問い合わせ先】
役場　総務課　総務危機管理係　☎33－5120

村発足150周年記念品の配布について

　喬木村は明治８年1月、阿島村・小川村・伊久間村・富田
村・加々須村の5ヶ村が合併して誕生しました。以来、一度と
して分村も合併もせずに今日まで歴史を積み重ね、村発足150
年迎えることができました。この村発足150周年を記念し、エ
コバッグを作成しましたので、通報委員を通じて全戸に配布し
ます。
　なお、組合に未加入世帯の方や一人組合の方には、別途御案
内のハガキを送付いたしますのでご確認ください。
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　選挙管理委員会委員の任期満了により、以下のとおり新しい体
制となりました。
　任期は令和6年12月22日～令和10年12月21日まで4年間。なお、
申し合わせにより2年後に委員長及び職務代理の2人が退職し、
2人ずつ委員が交代します。

　また、任期満了により次の皆さんが退職されました。
　〇前委員長　　木下仁さん（伊久間）　在職1期4年
　〇前職務代理　市瀬みどりさん（町）　在職1期4年

職 氏　名 地区 経歴
委 員 長 松澤　　清 両　平 委員2年
職務代理 仲田　　茂 南 委員2年
委　　員 吉川　幸明 伊久間 補 充 員
委　　員 多田　和則 氏　乗
補 充 員 東原　高通 帰牛原
補 充 員 山﨑　由広 上　平
補 充 員 松葉　志郎 伊久間
補 充 員 髙野　栄二 富　田

左から多田和則委員、松澤清委員長、
　　　仲田茂職務代理、吉川幸明委員

選挙管理委員を
退職された
市瀬みどりさん（左）と
木下仁さん（右）

喬木村選挙管理委員会の委員が改選されました

選挙の投票区・投票所が変更になります（期日前投票は福祉センターで変更ありません）

　喬木村選挙管理委員会では、これまで村内10箇所で行っていた選挙の投票所を今後は５箇所の投票所で行うよう
投票区・投票所の見直しを決定しました。各地区において投票所の設置・運営が困難になっているほか、期日前投
票が定着していることが主な理由です。また、村内ポスター掲示場の数も従来の59箇所から規程に沿った37箇所に
改めるよう決定しました。これらの変更は、次の選挙となる令和7年6月の村議会議員選挙からになります。今後
は投票所がなくなる地区へバスを運行する等の補完措置、また、ポスター掲示場の選定等検討を行っていきます。

◆投票区・投票所並びにポスター掲示場設置数の変更

【問い合わせ先】　選挙管理委員会事務局　☎33−3800

これまで 今後

投票所 有権者数 当日
投票者

期日前
投票者 地　区 ポスター

掲示場数 投票所 有権者数 地　区 ポスター
掲示場数

第１投票所
喬木村福祉センター 1,245 409 381 南、馬場、両平、

田上川 １０
➡ 第１投票所

みんなの広場アスボ 1,510 南、馬場、両平、
田上川、上平 ８

第４投票所
上平集落センター 265 73 110 上平 ５

第２投票所
北保育園園舎 1,277 370 375 北、寺の前、郭、町 ８ ➡ 第２投票所

旧北保育園園舎 1,277 北、寺の前、郭、町 ７

第３投票所
帰牛原消防センター 316 107 125 帰牛原 ５

➡ 第３投票所
帰牛原消防センター 488 帰牛原、

加々須、大島 ８第９投票所
加々須区民会館 119 34 55 加々須 ５

第10投票所
大島公民館 53 20 19 大島 ５

第５投票所
伊久間加工センター 851 315 204 伊久間 ６ ➡ 第４投票所

伊久間加工センター 851 伊久間 ６

第６投票所
南部防災センター 596 265 142 富田 ５

➡ 第５投票所
南部防災センター 833 富田、

大和知、氏乗 ８第７投票所
大和知集出荷センター 109 49 35 大和知 ５

第８投票所
氏乗集落センター 128 45 39 氏乗 ５

10投票所計 4,959 1,687 1,485 ５９ ➡ ５投票所計 4,959 ３７

※有権者数及び投票者は、令和6年10月27日執行の衆議院議員総選挙の人数
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所得税・村県民税の申告は正しく、お早めに
申告期間　2月17日（月）から3月17日（月）

　所得の申告は、所得税、村県民税（住民税）の計算基礎として使われるだけでなく、所得証明書、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、各種給付金等の基礎資料になる大切な手続きです。
　申告期限間近となると大変混雑しますので、申告は余裕をもって早めに済ませましょう。

役場での申告相談日 

申告が必要な方

申告の際に必要なもの

収入がなかった方も申告をお願いします

●相 談 日　　２月１7日（月）～３月１7日（月）　※土・日・祝日を除く
●相談会場　　福祉センター２階　第３・第４会議室
●受付時間　　午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時
※所得税の申告は、3月18日以降は役場で受付することができません。

　令和７年１月１日現在、喬木村に住所がある方。ただし、下記の方は申告の必要はありません。
※税務署へ確定申告書を提出される方
※１カ所からの給与収入のみで、勤務先で年末調整を行った方
※公的年金等の収入金額が４００万円以下で他の所得が２０万円以下の方（所得税の確定申告は不要ですが、住民税

の申告が必要になる場合があります）

○令和６年中の収入が分かる書類
　・給与・年金等の源泉徴収票（原本）
　・農業所得・営業所得・不動産所得の収支内訳書　※作成のうえ、お越しください。
　・給与以外の所得がある場合、収入金額が分かる書類
　・土地等を売却した場合は、契約書等の該当資産、金額がわかる書類（特別控除を受ける場合は、買取申出

書や収用証明書が必要になります。）
○控除を受けるための証明書等
　・国民年金保険料・国民年金基金の掛金、農業者年金保険料、建設国保保険料等の掛金支払証明書
　・生命保険料、地震保険料、長期損害保険料、小規模企業共済等の掛金支払証明書
　・【医療費控除を受ける方】領収書または医療費通知、おむつ使用証明書、在宅介護費用証明書等
　　※病院別、人別に金額を集計してお越しください。
　・【配偶者特別控除を受ける方】配偶者の源泉徴収票など収入の分かるもの
　・【障害者控除を受ける方】身体障害者手帳等
　・【寄付金控除を受ける方】寄付金額を証明する書類
　・初めて住宅借入金等特別控除の適用を受ける方は、税務署にて申告をお願いします。
○その他
　・ マイナンバーカードまたは、マイナンバー通知カード＋身元確認証（免許証・保険証等） 
　・口座番号のわかるもの（納付・還付となる方ご本人のもの）
　・税務署から「確定申告のお知らせ」ハガキが届いた方は、ハガキを必ずお持ちください。

　令和６年中に収入がなかった方、非課税所得（障害年金・遺族年金・失業手当・労災給付等）のみの方は、村
県民税申告書の収入・所得の欄に０円とご記入いただき、提出をお願いします。これは所得証明書・非課税証
明書の根拠資料とするため、必要になります。申告書は税務係窓口で請求いただくか、喬木村ホームページか
らダウンロードをお願いします。（１月下旬にダウンロードできるようになる予定です。）
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　確定申告には、ご自宅のスマホ・パソコンから国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用す
るe-Taxが便利です。
　また、マイナポータルとe-Taxを連携（マイナポータル連携）すると、確定申告書の該当項目が自動入力され
るため、医療費通知情報や寄附金等受領証明書などを１件ずつ入力する必要がなく、書類の提出保存も不要と
なり便利です。この機会にぜひマイナポータル連携を使ったe-Taxをご利用ください。

　飯田税務署では、所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設しています。
　■会場　飯田税務署　４階会議室
　■期間　令和７年２月17日（月）～３月17日（月）　※土日及び祝日を除く
　■時間　相談受付：午前８時30分～午後４時まで　相談開始：午前９時から
　◇飯田税務署の確定申告会場の入場には、次の方法により発行される入場整理券が必要です。

①国税庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行
②会場での当日配布（配布状況により、受付を終了する場合があります。オンラインでの事前発行をお勧

めします。）

※上記期間前は税務署内に確定申告会場はありません。２月14日（金）以前に、申告相談を希望される場合は、
事前に電話予約する必要があります。

※確定申告会場では、マイナンバーカード方式によるスマホ申告を基本とした相談体制となります。マイナン
バーカードと併せてパスワードが分かるようにしてお越しください。

※令和７年１月以降、確定申告書等の控えに収受日付印の押なつを行いません。申請書等の提出年月日は、必
要に応じて、ご自身で記録・管理をお願いします。

【問い合わせ先】　役場　住民窓口課　税務係　☎33－5121まで

【e-Tax・作成コーナーの操作などに関する問い合わせ先】
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　☎0570－01－5901まで

【受付】月曜日～金曜日（祝日等は除く）

申告当日までにお願いしたいこと
〇医療費控除の集計（病院別・人別に集計）

例年、医療費控除の確認作業に多大な時間がかかっています。申告時間の短縮・混雑緩和、感染症防止のために
事前の集計にご協力をお願いいたします。（書類が整っていない場合、受付をお断りする場合があります。）

〇収支内訳書の作成（農業所得、営業所得、不動産所得がある方）

スマホとマイナンバーカードでe-Tax！
いつでも　どこでも　初めてでも安心

●確定申告書等作成コーナーは
こちら

●マイナポータル連携は
こちら

●国税庁LINE公式アカウント
税務署への入場の際に必要な
入場整理券の発行はこちらから⬅
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令和6年分以降の確定申告における要介護認定者のおむつ代に係る医療費控除について

【問い合わせ先】　　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33－1120

　所得税確定申告または村県民税申告でおむつ代を医療費控除の対象とするためには、原則医師が発行する「おむ
つ使用証明書」が必要です。ただし、以下の要件をすべて満たす場合は、村が発行する「おむつ代医療費控除証明
書」で、医療費控除の対象とすることができます。
●おむつ代医療費控除証明書の交付要件
　村が保有する要介護認定に関する主治医意見書にお
いて、以下の2点が確認できること。
◦「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」が

B1、B2、C1またはC2であること
◦「失禁への対応」としてカテーテルを使用してい

ることまたは「尿失禁」が「現在あるかまたは今
後発生の可能性の高い状態」であること

※対象となる主治医意見書
　【おむつ代の医療費控除を受けるのが１年目の方】

　おむつを使用した当該年に受けていた要介護認
定と、その認定を含む複数の要介護認定（有効期
間が連続しているものに限る）で、それらの有効
期間（当該年以降のものに限る）を合算して６か月
以上となるものの審査にあたり作成された主治医
意見書

　【おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降の方】
　おむつを使用した当該年に作成された主治医意
見書。ただし、当該年に主治医意見書が作成され
ていない場合は、当該年に現に受けていた要介護
認定（有効期間が13か月以上のものに限る）の審査
にあたり作成された主治医意見書

●注意事項
◦村が発行する「おむつ代医療費控除証明書」の交

付を希望する方は、村で確認を行いますので、事
前に下記の問い合せ先までご連絡ください。
◦医療費控除を申告するためには、医師または村が

発行する証明書に加え、おむつ代の領収書が必要
となります。

要介護認定を受けている方の障害者控除及び特別障害者控除について

【問い合わせ先】　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33−1120

　障害者手帳の交付を受けていない方
でも、65歳以上の方で障害の程度が障
害者に準ずる者として、要介護認定を
受けている方は障害者控除の対象とな
ります。

【手続きの方法】
　◦「障害者控除対象者認定書交付申請書」を村ホームページで印刷または保健福祉課
窓口でお受け取りいただき、必要事項を記入の上、包括支援係へ提出してください。
申請後に村で審査をして、認定書を発行し郵送します。発行にあたり1週間ほど時
間を要す場合がありますので必要な方は、余裕をもってご申請ください。

　※申請者は、本人または申告予定者です。
　◦所得税・住民税の申告の際に「障害者控除対象者認定書」を提示し、「障害者控除」
または「特別障害者控除」を受けてください。

別表 認定内容 認定基準

特別障害者控除
対 象 者

知的障害者（重度）
に準ずる

認定調査票に記載されている認知症高齢者の
日常生活自立度がⅢb、Ⅳ、Mに該当

身体障害者（1級、2級）
に準ずる

認定調査票に記載されている障害高齢者の
日常生活自立度（寝たきり度）がB2、C1、C2に該当

障 害 者 控 除
対 象 者

知的障害者（軽度・中度）
に準ずる

認定調査票に記載されている認知症高齢者の
日常生活自立度がⅢaに該当

身体障害者（3級～6級）
に準ずる

認定調査票に記載されている障害高齢者の
日常生活自立度（寝たきり度）がA2・B1以上に該当

【対象となる方】
　認定基準日（12月31日）において、次の要件を満たす方
　◦65歳以上で要介護認定を受けている方
　◦障害者控除等対象者認定基準（下記別表）に該当している方
　※認定調査票による認定となります。
　※基準日以前に死亡している場合は、死亡月日を基準日とします。

【控除額】
　◦障害者控除
　　　所得税27万円
　　　住民税26万円

　◦特別障害者控除
　　　所得税40万円
　　　住民税30万円
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令和６年度狩猟免許試験（冬季）の実施について

○試験日時　令和７年２月15日（土）　午前8時～午後４時（予定）
○試験会場　長野県飯田合同庁舎３階講堂（飯田市追手町２－678）
○受験資格　試験日現在20歳以上の者(網猟・わな猟免許は18歳以上の者)
○試験の一部免除　狩猟免許所持者で、他の種類の免許を受験する場合、知識試験の一部免除
○手 数 料　受験免許の種類１件につき　5,200円　ただし、既に他の種類の免許を所持している場合は　3,900円
○初心者狩猟免許試験講習会（受験者を対象とした講習会）
　(1)日　時　令和７年２月８日（土）　午前8時～午後５時（予定）
　(2)場　所　長野県飯田合同庁舎３階講堂
　(3)受講料　無料（ただし、テキスト代3,500円程度が別途必要）
　(4)その他　＊テキスト代は、申し込み時に支払い、テキストは講習会当日に渡されます
　　　　　　　＊筆記用具・昼食持参
○申込受付期間　令和７年１月14日（火）から１月24日（金）まで
　　　　　　　　※定員40名の先着順となりますので、早めにお申し込みください
○申込方法　免許申請書・講習会受講申込書・その他必要書類を、南信州地域振興局林務課林務係窓口または郵送

によりご提出ください
　　　　　　代理人による申請も可能ですが、その場合は委任状（様式任意）を添付してください
○そ の 他　試験当日、風邪症状がみられる方は、出席を見合わせてください
　　　　　　試験当日及び初心者講習会では、猟具を実際に触って取扱いを体験していただくため、感染症防止の

ための手袋等をご持参ください

【問い合わせ先】　南信州地域振興局　林務課　林務係　　☎0265-53-0423
　　　　　　　　役場　生活環境課　環境林務係　　　　☎33-5127

介護者が身体を痛めないための　介 護 技 術 学 習 会

【問い合わせ先】　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33−1120

介護技術の基礎を学び、実際に体験します
◦安全に歩いてもらうための方法
◦床から立ち上がれなくなった場合の立ち上がり方
◦ベッドからの立ち上がり、車いすへの移り方
◦寝たきりになった場合の介護方法　　　　　など

デイサービスぽけっと　を自由に見学できます

もしも家族に介護が必要になったらどうしたらいいの？
介護技術について、実演を交えてわかりやすく教えていただきます。

介護の経験がない方も、ぜひご参加ください。

開催日時：令和７年２月16日（日）
　　　　　午後1時30分～3時
開催場所:デイサービスぽけっと
　　　　　（喬木村伊久間15816−2）
講　　師：下伊那厚生病院　介護福祉士
　　　　　士長　今村　治　氏
参 加 費：無料

☆参加をご希望の方は、２月13日（木）までに電話または二次元コードからお申込みください。

内容

見学
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水道事業2件に関するパブリックコメント（住民意見公募）の実施結果について

【問い合わせ先】　役場　生活環境課　上下水道係　☎33−5122

　村では、「小川水源の活用」及び「赤石隧道水源補償ポンプ施設の廃止と撤去」の２つの村方針案について住民の
皆様からご意見を募集しましたが、意見はありませんでした。パブリックコメント（住民意見公募）の実施結果概要
は次のとおりです。

　●意見公募を行った期間　　令和６年11月15日（金）～12月16日（月）

　●意見提出者数及び件数　　０人（意見なし）

事業名 目　的 対象者
対象となる経費 補助内容 問い合わせ先

物価高騰対策
商品券

エネルギー、食料品等の物価
高騰により大きな影響を受け
ている住民の皆さんや村内事
業所の皆さんを支援するた
め、価格高騰対策の商品券を
発行します。
商品券の使用期限は、２月１
日（土）から３月16日（日）まで
となります。

12月31日時点で村内
に住民票を有する村
民（福祉施設入所者
を除く）

村民1人当たり
1，000円券を3枚

（計3，000円分）の
商品券を発行しま
す。

産業振興課
商工観光係
☎33-5126商工業者

物価高騰
対策支援
給付金交付事業

原油価格や価格高騰等により
大きな影響を受けている村内
事業者に対して、安定した企
業経営への支援のため、給付
金を支給します。
申請期限
令和７年２月28日（金）

令和７年１月１日時
点で村内に主たる事
業所又は従たる事業
所を有する法人又は
個人事業主である者
で、今後も事業を継
続する意思があり、
村税の滞納その他村
に対する債務不履行
がない者

1事業所
10,000円
＋
従業員1人につき
10，000円

（上限500，000円）

農業者経営
支援事業

物価高騰の影響を受けている
村内農業者の経営を支援しま
す。

農業所得の申告をさ
れている方

認定農業者
50,000円
上記以外の農業者
10,000円

産業振興課
農政係

☎33-5126畜産飼料高騰
対策支援事業

物価高騰の影響により飼料高
騰の影響を受けている村内畜
産農家の経営を支援します。

村内畜産農家 令和６年４月から
９月の飼料代の
1/4を補助

（上限1,000,000円）

令和６年度　喬木村重点支援地方交付金事業
～電力・ガス・食料品等価格高騰対策～

　村では、電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響を受けている皆さんを支援するため、各種補助を行います。
内容をご確認いただき、どうぞご活用ください。
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【問い合わせ先】　役場　総務課　総務危機管理係　☎33−5120

　消防団の活動は、消火のみならず、風水害や地震への災害対応、人命救助・救出など多岐にわたり、まさに
“地域防災の要”です。
　実際に能登半島地震や阪神・淡路大震災などの大災害においても、消火活動や避難誘導・救出などで活躍し
ています。自分たちが住むこの喬木村を守るためには、「あなたの力が必要」です。
　喬木村消防団では随時団員を募集しています。村内に居住している、若しくは村内に就労している18歳から
33歳までの方が対象です。性別は問いません。
　入団を希望される方、活動に興味があるという方は以下の問い合わせ先までご連絡ください。

ー自分が住むこの地域を守りたいー
　　そんな あなたの力が必要です

女性団員も募集しています！消 防 団 員 募 集 中 !!

地震への備え できていますか？

　令和６年の元日に発生した能登半島地震から１年。令和６年８月８日には、「南海トラフ地震臨時情報」が運用
開始以降初めて発表されるなど全国的に地震が相次ぎました。また今年は平成７年に発生した阪神・淡路大震災か
ら30年の節目を迎えます。いつ、どこで起きるか分からない大地震に、ひとりひとりが“我がこと”として考え、今
からできる備えをしておきましょう。

●地震への備えで大事なポイント
①避難場所や避難経路の確認

ハザードマップを確認し、避難場所や避難経路を確認しておきましょう。（ハザードマップは村ホームページ
から確認できます）
自宅だけでなく、勤め先など普段よく出入りする施設周辺も確認しましょう。

②備蓄品や非常持出品の備え
水・食料・携帯トイレは最低3日分、なるべく1週間分は用意しましょう。
非常持出品はリュックなど運びやすいものに詰めておき、いざというときにすぐ持ち出せるように備えてお
きましょう。

③家の安全対策
昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した住宅は積極的に耐震診断をしましょう。
⇒無料で耐震診断が行える場合があります。また、木造住宅の耐震補強工事や木造住宅の除却工事に対する

補助事業があります。詳細は、役場生活環境課（☎33-5127）へお問い合わせください。
家の中では家具を固定して倒れないようにしたり、窓ガラスには飛散防止フィルムを貼る、出入口に物を置
き過ぎないようにスペースを空けておくなど日頃から安全対策をしておきま
しょう。頭部保護のヘルメットも忘れずに！

④家族・親族の連絡方法を確認しておく
電話がつながらない場合に備えて、「災害用伝言サービス」の利用方法をあ
らかじめ確認しておきましょう。同居する家族は集合場所を決めておくこと
も重要です。

◦災害用伝言ダイヤル（１７１）
◦災害用伝言板（web171）災害用伝言サービス

ひとりひとりの備えが、ご家族や近所の方、それから地域全体の防災に繋がっていきます。できることを
今からしておきましょう。
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No. 事業名 事業箇所 契約方法 契約金額（円） 契約日 請負業者名
1 令和６年度 情報誌たかぎ作成業務 喬木村役場 指名競争入札 3,129,940 R6.4.1 龍共印刷㈱

2 令和６年度 資源プラスチック収集運搬業務委託 喬木村　全域 指名競争入札 3,366,000 R6.4.1 しなの環境サービス㈲

3 令和６年度 燃やすごみ収集運搬業務委託 喬木村　全域 指名競争入札 6,336,000 R6.4.1 ㈱南信サービス

4 令和６年度 ガラスびん収集運搬業務委託 喬木村　全域 指名競争入札 1,452,000 R6.4.1 ㈱南信サービス

5 令和６年度 紙容器包装収集運搬委託 喬木村　全域 指名競争入札 1,056,000 R6.4.1 ㈱南信サービス

6 令和６年度 処分場関係水質検査業務委託 喬木村　一般廃棄物最終処分場 随意契約 1,154,560 R6.4.1 （一財）中部公衆医学研究所

7 令和６年度 一般廃棄物最終処分場施設維持管理業務委託 喬木村　一般廃棄物最終処分場 随意契約 2,805,000 R6.4.1 長豊建設㈱

8 令和６年度 村民バス（飯田駅行）運行業務 喬木村内 随意契約 1,069,997 R6.4.1 北部タクシー㈲

9 令和６年度 村民バス（村内便）運行業務 喬木村内 随意契約 14,499,644 R6.4.1 北部タクシー㈲

10 令和６年度 村民バス（スクールバス）運行業務 喬木村内 随意契約 5,477,758 R6.4.1 北部タクシー㈲

11 令和６年度 たかぎコミュニティバス運行業務 喬木村内 随意契約 6,160,000 R6.4.1 北部タクシー㈲

12 令和６年度 例規集システム運用管理業務 喬木村役場 随意契約 8,613,000 R6.4.1 ㈱ぎょうせい関東支社

13 令和６年度 喬木村地域おこし協力隊募集・採用業務 喬木村内 随意契約 3,000,000 R6.4.1 地域力創造㈱

14 令和６年度 喬木村委託型地域おこし協力隊員受入業務 喬木村内 随意契約 5,200,000 R6.4.1 地域力創造㈱

15 令和６年度 喬木村地域力創造アドバイザー業務 喬木村内 随意契約 5,600,000 R6.4.1 地域力創造㈱

16 令和６年度 喬木村地域おこし協力隊活動サポート業務 喬木村内 随意契約 2,000,000 R6.4.1 地域力創造㈱

17 喬木村情報化整備事業CAD委託業務 喬木村 随意契約 2,418,900 R6.4.1 ㈱イナデン

18 LITALICO教育ソフト導入事業 村内小中学校 随意契約 1,386,990 R6.4.1 ㈱LITALICO

19 令和５年度 公共災害　配水管災害復旧工事① 喬木村 村道310号線加々須 指名競争入札 5,390,000 R6.4.2 野島建設㈱

20 令和５年度 公共災害　配水管災害復旧工事② 喬木村 村道１号線寺ノ前 指名競争入札 4,015,000 R6.4.2 野島建設㈱

21 令和６年度 ガラス・陶磁器類粉砕埋立委託 喬木村　鞍馬処分場 指名競争入札 2,376,000 R6.4.4 野島建設㈱

22 令和６年度 保全松林緊急保護整備事業 喬木村　村内全域 指名競争入札 7,040,000 R6.5.2 飯伊森林組合

23 令和６年度 喬木村水道事業 中原分譲地消火栓設置工事 中原分譲地内 随意契約 1,298,000 R6.5.13 大平建設㈱

24 令和６年度 舗装修繕調査・測量設計業務委託 喬木村　村道７号線ほか２ 指名競争入札 8,470,000 R6.5.15 技建開発㈱

25 令和６年度 新残土処分場詳細設計測量調査業務委託 喬木村　加々須　桃添 指名競争入札 18,656,000 R6.5.20 ㈱嶺水

26 令和６年度 くも沢護岸詳細測量設計業務委託 喬木村　加々須　くも沢 指名競争入札 4,939,000 R6.5.20 ㈱嶺水

27 令和６年度 二日洞浄水場 ２号フロキュレーター駆動部修繕工事 二日洞上水場 随意契約 1,760,000 R6.5.24 甲信商事㈱飯田営業所

28 令和６年度　喬木村水道事業 減圧弁ストレーナー取替工事 村内４箇所 随意契約 2,200,000 R6.5.24 甲信商事㈱飯田営業所

29 令和６年度　喬木村水道事業 桃添残塩計更新工事 桃添配水池 随意契約 3,850,000 R6.5.24 ㈱マナテック飯田支店

30 令和６年度 村単 水路整備測量設計業務委託 喬木村 帰牛原 田ノ口 指名競争入札 3,740,000 R6.5.24 技建開発㈱

31 令和６年度 村単 道路改良測量設計業務委託 喬木村　村道291号線先 中原 指名競争入札 4,070,000 R6.5.28 ㈱嶺水

32 令和６年度 分収造林保育事業 喬木村 沢山（槇立） 随意契約 2,035,000 R6.5.29 飯伊森林組合

33 令和６年度 分収造林保育事業 喬木村 氏乗山（矢筈） 随意契約 5,505,500 R6.5.29 飯伊森林組合

34 令和６年度 喬木村水道事業 水道管路台帳作成業務委託 喬木村内 指名競争入札 9,130,000 R6.5.31 新日本設計㈱伊那営業所

35 令和６年度 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業計画書等作成業務 喬木村 随意契約 5,522,000 R6.6.3 おひさま進歩エネルギー㈱

36 令和６年度 道路メンテナンス事業 橋梁補修設計業務委託 喬木村 村道 大島412号線 高山橋 指名競争入札 5,390,000 R6.6.5 ㈱嶺水

37 令和６年度 防災行政無線（同報系）直流電源装置バッテリー交換業務委託 喬木村役場・伊久間中継局 随意契約 5,170,000 R6.6.6 ㈱日立国際電気長野営業所

38 令和６年度 運動公園進入路工事 喬木村　中原 指名競争入札 3,850,000 R6.6.7 大平建設㈱

39 令和６年度 喬木村立喬木中学校　水泳指導委託業務 喬木中学校 随意契約 1,467,400 R6.6.10 ㈱アイスク

40 令和６年度 農山漁村地域整備交付金（点検診断） 喬木村　大島氏乗線　ほか４路線 指名競争入札 4,928,000 R6.6.11 技建開発㈱

41 令和６年度 中原宅地造成地 確定測量業務委託 喬木村　帰牛原　中原 随意契約 1,892,000 R6.6.11 ㈱嶺水

42 令和６年度 液晶ディスプレイ購入事業 喬木村 指名競争入札 2,178,000 R6.6.17 ㈱アイテク

43 令和６年度 道路災害復旧工事（崩落修繕） 喬木村　富田　原田邸上 指名競争入札 5,170,000 R6.6.24 中川建設㈲

44 令和６年度 村単 道路維持工事（用水路改修） 喬木村　村道273号線　阿島南（交流センター裏） 指名競争入札 11,935,000 R6.6.25 大平建設㈱

45 令和６年度 村単 道路維持工事（側溝整備） 喬木村　村道106号線　阿島北 指名競争入札 4,015,000 R6.6.25 野島建設㈱

46 令和６年度 道路測量設計業務委託 喬木村　村道625号線　伊久間 指名競争入札 3,905,000 R6.6.25 ㈱嶺水

47 令和６年度 城山公園トイレ建設工事 喬木村　富田　城山公園 指名競争入札 3,960,000 R6.6.27 原木材建設㈲

■令和６年度　村発注工事等請負契約一覧（４月〜６月） ※100万円以上のもの
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＊＊＊口座振替の方は預金の残高確認をお願いします。＊＊＊

対象地区 会　場 開催日 開催時間

北 北コミュニティ消防センター 5日、19日 午前10時

郭・寺の前 第 一 公 民 館 7日、21日 午後1時半

帰牛原
加々須・大島 帰牛原消防センター 10日、26日 午後1時半

町 阿 島 傘 伝 承 館 12日 午後1時半

南 南 農 事 集 会 所 12日 午前10時

馬場・両平
伊久間 みんなの広場アスボ 3日、17日 午後1時半

上平 上平集落センター 14日、28日 午後1時半

田上川 田上川消防センター 10日、26日 午前10時

富田・大和知
氏乗 富 田 陶 芸 館 3日、17日 午前10時

※上記は現時点での予定であり、今後の状況によっては休止となる
可能性があります。

役場　保健福祉課包括支援係　☎33-1120問い合わせ先
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【問い合わせ先】　社会福祉協議会　☎33-5520
※行政相談のみ…役場　総務課　総務危機管理係　☎33-5120
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村 県 民 税（第４期）

１月31日
（金）

１月27日
（月）

再振替
２月7日（金）

国 保 税（第10期）
介 護 保 険 料
後 期 高 齢 保 険 料
上 下 水 道 料
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学 校 給 食 費
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田
保
健
福
祉
事
務
所（
合

同
庁
舎
３
階
）に
持
参

　

ま
た
は
郵
送

〇
願
書
提
出
先

　

〒
3
９
５

－

０
０
３
４

　

飯
田
市
追
手
町
２

－

６
７
８

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
内

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
５
３

－

０
４
６
４（
直
通
）

　

事
務
局　

松
長
保

　
　

又
は　

今
村
光
利　

ま
で

※
詳
し
く
は
、長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

　
（https://w

w
w
.nicesenior.

or.jp/daigaku/index/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　次の各会場で行う予定です。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。
　また、日程が変更となる場合にはくりんネット
で情報発信を行いますのでご注意ください。

２ 月 の 健 康 体 操 教 室
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「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す

　
「
献
血
」
と
は
、
病
気
や
け
が

で
輸
血
や
血
液
製
剤
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
自
分
の

血
液
を
自
発
的
か
つ
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
善
意

の
献
血
に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者

さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
ま
す
。
特
に

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期
に

お
い
て
は
、
安
全
な
血
液
製
剤
の

安
定
供
給
と
確
保
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

献
血
は
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
新
た
に
成
人
式
を

迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
方
を
中
心

に
広
く
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
期
間

　

令
和
７
年
１
月
１
日（
水
・
祝
）

　

～
２
月
28
日（
金
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
展「
信
州
か
ら
考
え
る

　
絵
画
表
現
の
50
年
」

を
開
催
し
ま
す

　

県
立
美
術
館
で
は
、
企
画
展

「
信
州
か
ら
考
え
る　

絵
画
表
現

の
50
年
」
を
開
催
し
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た

1945

年
か
ら
、
未
曾
有
の
大
災
害

が
起
こ
り
、
新
た
な
災
害
の
時
代

の
幕
開
け
を
印
象
づ
け
、
戦
後
史

の
転
換
期
と
も
い
わ
れ
る1995
年

ま
で
の
50
年
間
。
こ
の
時
代
に
表

れ
た
絵
画
表
現
の
変
遷
を
、
長
野

県
に
ゆ
か
り
あ
る
作
家
の
作
品
か

ら
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
に

お
け
る
戦
後
絵
画
史
を
再
考
し
ま

す
。
ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー

ク
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

〇
期
間

令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）～

４
月
６
日（
日
）

〇
会
場

　

長
野
県
立
美
術
館

　

展
示
室
１
・
２
・
３

〇
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

〇
休
館
日　
水
曜
日

※
本
展
覧
会
の
詳

細
な
ど
は
、
長

野
県
立
美
術
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://n

ag
an
o.art.

m
u
seu

m
/ex

h
ib
ition

/
exhibit2024_painting

前
の
借
金
を
請
求
さ
れ
た

人
の
緊
急
相
談
会

〇
日
時

　

令
和
７
年
３
月
１
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〇
相
談
方
法

◦
電
話
相
談

　

０
１
２
０

－

４
４
８

－

７
８
８

◦
面
談
相
談

　

長
野
県
司
法
書
士
会
館

　
（
長
野
市
妻
科
３
９
９
番
地
）

※
面
談
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
前
日
ま
で
に
長
野
県
司

法
書
士
会
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

　

☎
０
２
６－

２
３
２－
７
４
９
２

〇
法
テ
ラ
ス
利
用
に
よ
る
無
料
相
談

※
資
力
要
件
を
満
た
す
方
は
法
律

相
談
援
助
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
無
料
相
談
を
お
受
け

い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
、
相
談
員
が
簡
易
な

法
的
文
書
を
作
成
し
、
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す（
簡
易
援
助
。
こ
の

場
合
は
、
相
談
者
の
方
に
２
、

２
０
０
円
の
費
用
負
担
が
発
生

し
ま
す
）。

※
資
力
要
件
を
満
た
さ
な
い
相
談

者
の
方
に
つ
い
て
も
、
相
談
当

日
は
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
相
談
例

◦
昔
借
り
た
借
金
の
請
求
が
来
た

け
ど
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

だ
ろ
う
か
？

◦
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
借
金
の
請
求
が
来
た
け
ど
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

◦
認
知
症
の
父
に
借
金
の
請
求
が

来
て
い
る
が
ど
う
し
た
ら
い
い

だ
ろ
う
か
？

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６－
２
３
２－

７
４
９
２

　

法
テ
ラ
ス
な
が
の

　

☎
０
５
７
０
－

０
７
８
３
２
７

中
学
校
部
活
動
に
お
け
る

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者・

協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

長
野
県
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に
継
続

し
て
親
し
む
機
会
の
確
保
や
、
教

員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
学
校

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
が
主
体

的
に
取
り
組
む
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
移
行
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
円
滑
な

移
行
を
進
め
る
た
め
、
地
域
ク
ラ

ブ
で
活
動
し
て
く
だ
さ
る
指
導

者
・
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
、
健
全

な
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
協
力
し
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
ご
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に

つ
い
て
及
び
指
導
者
・
協
力
者

募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
長

野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.nagano.

lg.jp/kyoiku/hokenko/
chiikiikou.htm

l

※
指
導
者
・
協
力
者
登
録
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら
で
す
。

　

https://x.gd/pS4m
T

〇
問
い
合
わ
せ
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
関
係

　

長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

保
健
厚
生
課

　

☎
０
２
６－

２
３
５－

７
４
４
８

◦
文
化
・
芸
術
関
係

　

長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

学
び
の
改
革
支
援
課

　

☎
０
２
６－

２
３
５－

７
４
３
４

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

stf/new
page_46276.htm

l

〇
献
血
受
付
方
法
、
場
所

※
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.bs.jrc.or.jp/

ktks/nagano/index.htm
l

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
福
祉
部

　

薬
事
管
理
課

　

☎
０
２
６－

２
３
５－

７
１
５
７

　

長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６－

２
１
４－

８
２
２
９

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
立
美
術
館

　

☎
０
２
６－

２
３
２－

０
０
５
２
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【問い合わせ先】　役場　保健福祉課　健康保険係　☎33－5125

冬の感染症対策

　気温が下がり、空気が乾燥する冬は、インフルエンザ、新型コロナウイルス、ノロウ
イルスなどの感染症が流行しやすい季節です。感染症の種類は違っていても、基本的な
予防対策は同じです。あらためて感染予防対策について確認し、一人ひとりが意識して
感染症予防に努めましょう。

①感染経路を断つ　飛まつ感染・接触感染を防ぐためには「こまめな手洗い」が効果的
　いろいろなところを触る手には、たくさんのウイルスが付着します。「ただいま」の後だけでなく、頻繁

4 4

に、
ていねい
4 4 4 4

に手を洗うことが大切です。アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。
　マスクの着用は、個人の判断が基本ですが、重症化リスクが高い高齢者等への感染を広げないよう、着用を推
奨します。その他、インフルエンザの流行期に混雑した場所に行く時は、感染から自身を守るための対策として
効果的です。

②予防接種をうける
　予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症しても重い症状になるのを防ぎます。

③免疫力を高める
　免疫力が弱っていると、感染しやすくなります。ウイルスに負けない身体づくりのためには、十分な睡眠とバ
ランスのよい食事が重要です。

感染症予防の３つのポイント

医療機関の受診について　～休日の発熱外来は非常に混雑します。ご理解とご協力をお願いします～

⇒村から補助のある予防接種
〇新型コロナ感染症（・対象者　65歳以上の方等　・接種期限　令和7年3月31日まで）
〇成人用肺炎球菌ワクチン（・対象者　満65歳の方　・接種期限66歳の誕生日前日まで）
※対象となる方へは予診票をお送りしています。接種を希望される方でお手元にない場合は、健康保険係

までお問合せください。
※高齢者インフルエンザ定期予防接種の補助対象期間はR7年1月15日で終了しました。

準　備

発熱した場合

・新型コロナ抗原定性検査キット
・解熱鎮痛剤（ノーシン、バファリン、イブ、ロキソニンなど）

・発症12時間以降に受診する。
・自己検査も発熱8時間以上後にしっかり鼻腔内をぬぐって検査※

※発症初期は、インフルエンザも新型コロナも検査キットに反応しない場合があります。
65歳以上または基礎疾患がある方、小学生以下、妊婦、症状が重い場合はかかりつけ医や医療機関に電話でご
相談ください。

・自己検査で陽性となった場合、症状が軽ければ自宅療養するか、出来る限り平日に電話してから医療機関を受
診してください。

・症状が収まっても感染力があります。5日間は外出を控えてください。
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喬木村の新規就農者のために貸していただける

柿畑を探しています

①貸したい
　農地がある

②役場へ相談
☎33-5126

③新規就農者へ紹介
（基本有償で貸借となります。）

柿畑以外にも農地の相談（後継者がいない・貸したい等）がありましたら役場農政係 または、
地元農業委員までご相談ください。

　村では村内外から新規就農される方が年々増加しており、主に市田
柿に取り組む方が多くいるものの、柿畑が見つからず困っています。
　村外から新規就農される方はJAで２年間市田柿ときゅうりの農業
研修を受けて就農をするため安心してお貸しいただけます。
　喬木村の今後の農業を担う新規就農者に柿畑を譲っていただける
方・貸していただける方がいらっしゃれば役場農政係または地元の農
業委員へご連絡ください。
※報告していただいた農地は借りたい方へ斡旋させていただきます。

　村では遊休農地解消を目的として栗による振興を図る取り組みをしております。
　栗は果樹の中でも管理のしやすい品目のため、村でも毎年10月に栗の苗木の注文を受け付けており、購入経費に
ついては村の遊休農地利活用対策事業補助金の対象となります。
　今回は、栗の定植９年目の剪定講習会を実施いたします。
　どなたでもご参加頂けますので、参加を希望される方は役場農政係までご連絡ください。

■日　時　令和７年２月19日（水）　13：30～（雨天決行）
■場　所　氏乗地区クラインガルテン前 圃場
■講　師　南信州農業農村支援センター職員
■問い合わせ先　役場　産業振興課　農政係　☎33−5126

　退職後に農業経営に取り組みたいという方や直売所など出荷・販売を目指している方を対象に、帰農塾受講生を
募集しています。
　内容は、栽培技術・知識の基本を勉強する年間5回程度の研修です（原則平日開催）。コースは、ぶどう・柿・な
し・きゅうり・アスパラガス・ピーマンの6コースで、受講料は年間3,000円です。
　参加を希望される方は、２月14日（金）までに役場農政係またはJA営農課・農業農村支
援センターへご連絡ください。
　村では帰農塾受講料の助成事業を実施しています。受講料全額の補助になりますので、
受講される方はご活用ください。

栗の剪定講習会のお知らせ

令和7年度　「帰農塾」　受講生募集！帰農塾へ参加して農産物を出荷してみませんか！

農 業 委 員 会 通 信 №107
喬木村農業委員会
☎３３－５１２６T. Ag. Comm. 

貸したい
売りたい
柿畑がある

管理できない
柿畑がある

柿の規模を
縮小したい

後継者が
いない

このようなことはありませんか？

柿干場 加工機械

も探しています！
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　10月20日（日）に曙月庵と旧北保育園園庭を使い、喬木村で初めてのコンテンポラリーダンス公演が行われま
した。この公演は一般財団法人地域創造が行う、令和6年度公共ホールダンス活性化事業です。
　コンテンポラリーダンサーの康本雅子さんが、昨年担当アーティストに決まり、4月には一度喬木村に下見
に来られ、どんな作品にするか構想が始まりました。
　8月に前半の作品創作があり、喬木村、飯田市から集まったメンバーでクリエーションが行われました。舞
台は曙月庵と旧北保育園園庭に決まり、また大島地区の盆踊りも取り入れることになりました。

　10月になり、公演に向けて再び関係者が喬木村に集まりました。作品の内容や、構成も決まり日々の練習が
とても濃いものになって行きました。
　今回、作品中のダンスはほぼ即興で、大枠（イメージ）はあっても振付はほとんどありませんでした。また、
出演者のダンス経験はバラバラで、人前で踊ること自体初めての方もいましたが、堂々と舞台に立って表現し
ていました。皆さんの対応能力の高さと、踊っている姿はまさにダンサーでした！
　これは康本さんをはじめ、音楽のミウラ一号さん、アシスタントの星羅さんのおかげだと思います。
　旧北保育園園庭では、村内の小学生にも出演してもらい、大島音頭を一緒に踊ることができました。多くの
方に公演を見ていただき本当にうれしく思います。
　今後も喬木村で芸術活動が広がり、継続されることを願います。

　今年も12月10日～22日まで図書館のギャラリーにて、南信州協力隊
LIVESメンバーの活動報告を行いました。今回は、喬木村、阿智村、下
條村、平谷村、売木村、高森町で活動する協力隊が参加してくれました。
活動内容はもちろん、村や町のおススメ情報なども紹介してくださりま
した。
　見に来てくれた皆様ありがとうございました！

　こんにちは。喬木村地域おこし協力隊の吉川千恵です。
　協力隊としての活動も残り数か月となりました。
　今回は10月、12月に行ったダンス公演と図書館展示の報告を
させていただきます。

【ダンス公演「面 （々めんめん）とメモリー」】

【南信州協力隊LIVESメンバーによる活動展示】
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◎お楽しみ会
　「わくわくクリスマス　ースノーマンをつくろうー」

◎「おはなし会」の様子

　新しい年になりました。今年は「巳年」。60年周期の十干十二支では「乙巳（きのと
み）」で、努力や準備が実を結び始める年を示すそうですので、良い一年になるよう
どんどん上を目指しましょう。ぜひ、図書館もたくさんご利用ください。

　12月14日（土）、講師に村内在住の松本もと子さんをお願いして「わくわくクリスマス　ースノーマンをつくろ
うー」をおこないました。忙しい師走の週末でしたが、３組の親子が参加してくれました。
　今回は、子どもでも簡単にできるように松本さんがあらかじめスノーマンの形に縫ってくださったので、参加者
は綿を割りばしなどで詰めていきました。足先や腕がしっかり膨らむように入れるのは、慣れていないと少し難
しいようでしたが、人形らしくお
なかをポッコリさせ、帽子とマフ
ラー、そして飾りも付けて完成さ
せました。
　最後に、松本さんがスノーマン
の足にハーブのエキスを一滴垂ら
してくれたので、とてもいい香り
が漂いました。
　参加いただいたみなさんありが
とうございました。

◎「第37回 椋鳩十賞読書感想文コンクール」受賞作品公開について
　令和6年11月24日、「第37回 椋鳩十夕やけ祭」を開催し、読書感想文コンクールの表彰式を行いました。受賞作
品（椋鳩十賞5作品、優秀賞5作品）を椋鳩十記念館のホームページに公開しました。

椋鳩十記念館・記念図書館　TEL33－4569 FAX33－4599

第156号

真剣に綿を詰めています すてきなスノーマンができました

おはなし会楽しいね（おはなしのへや） じょうずにできたよ！（絵本の会）



19 2025.2情報誌

たかぎ保育園

南 保 育 園

【干し芋作り】
園でとれたお芋を使ってプロの保護者の方
に教えてもらいながら、干し芋作りを体験
しました。ちょっと味見したお芋が甘くて
とてもおいしくて、干し芋になったらどん
な味になるんだろう…と出来上がるのを楽
しみにしながら作りました。

【おやすづくり】
今年もたくさんの地域の方が来
てくださり一緒におやす作りが
できました。子ども達ひとりひ
とり丁寧に手を取り合って教え
てくださる姿が印象的でした。
松飾り作りではひとつひとつの
ものに意味があることを知り、
伝統を繋げていくことの大切さ
を教わりました。

【クリスマス会】
手作りの飾りを保育園いっぱいに飾って、
サンタさんが来てくれることを楽しみに
していた子ども達、プレゼントをひとり
ひとりに渡してもらうととても嬉しそう
でした。

【なかよし椅子とりゲーム】
クリスマス前のお楽しみに、年長・年中
さんのお膝に年少・２歳児さんが座る椅
子とりゲームをして遊びました。座る方
も座られる方も嬉しくて笑顔がいっぱい
あふれていました。

【お正月の準備(松飾り・もちつき・鏡餅づくり)】
地域の方に手伝っていただいて、新しい年を迎える準備をしました。
松飾りや鏡餅の意味も教えてもらいました。一緒に手伝って作ってく
れるのがとても嬉しそうな子ども達、最後に保育園で作った干し芋と
干し柿を食べながらお茶を飲むと、いろんなお話がして楽しい時間を
過ごしました。

【収穫祭】
地域の方を招いて収穫祭を行いま
した。計画から準備まで子ども達
で力を合わせて行いました。自分
達のアイデアを実現して達成感を
感じることができました。最後に
地域の方のハーモニカ演奏と一緒
に歌うことができて楽しかったね。

【クリスマス会】
クリスマス会までに、たくさん楽
しいことがありました。製作をし
たり、サンタさんにクッキーを作っ
たり…クリスマスの特別感を毎日
のように感じながら過ごしました。

保育園だより
№184
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【小学部】
　部の生活単元学習「ドリーム単元」を３週間行いました。この単元では、子ども
たちの「こんなことをしたい」という願いを基にしてグループを決め、部全体を縦
割りにして活動します。子どもたちは、いろいろな友だちや先生たちとかかわりな
がら、楽しく活動していました！

【中学部】
　11月８日（金）に「落ち葉拾い集会」がありました。
　落ち葉を拾った後には、みんなが楽しみにしている「焼き芋」です。自分たちで
作ったサツマイモを焚火に入れて、「まだかな、まだかな。」とじっと待ちました。
出来上がった焼き芋は、焚火をぐるっと囲んで座り、中学部みんなでいただきまし
た。優しい甘さにほっこり笑顔、みんなが楽しみにしている行事の一つです。
　今年は、いつになく暖かな「落ち葉拾い集会」となりました。

【高等部】
　１１月２３日（土）に開催された喬木村「秋のふれあい広場」において、高等部作業班
はみんなの広場アスボで出店販売させていただきました。高等部の作業学習で制作
した製品を作業班の班長3名がお客様に販売活動を行い、「これいいね」「こういう
の欲しかった」等、多くの声をかけていただきました。昨年度に引き続き、作業製
品を知っていただくことを通して、本校の生徒や取り組みについて地域の方に知っ
ていただくとともに、本校生徒も地域のことを知る貴重な機会となりました。

【あおぞら・訪問グループ】
　中・高合同で、「あおぞらカフェ」を開きました。スイッチや得意な動きを活か
して、豆を挽いたり、ミルクをシェイクしたり、コーヒーを注いだり、たくさんの
お仕事をして、保護者の方や校内の先生方にふるまいました。今年は、４０周年企画
として、小さなお皿もみんなで作りました。あおぞら色の素敵なお皿に、多くの人
から欲しい！！との声が上がりました。２学期最後には、訪問生、①教室、②教室
それぞれにクリスマスに向けた単元を行いました。光を感じる学習、リースの触り
心地や音楽を音と振動で感じる学習など、刺激的で楽しいことが続きました。

【寄宿舎】
　寄宿舎では、９月にあじまっこ祭りを開催しました。オープニングイベントの玉
入れゲームをはじめ、ステージ発表や出店を保護者と一緒に楽しみました。思い出
に残る楽しいお祭りになりました。

飯田養護学校

№293
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【２月のイベントカレンダー】

※予定が変更になる場合があります。最新の情報は、くりんネットやいちごチャンネルなどでご確認ください。

喬木村公式LINE友だち募集中!!
欲しい情報の分野を登録することであなたに必要な情報だけを
お届けします

登録方法

欲しい情報が自分で選べる！！

右記の二次元コード または ID検索から「＠takagimura」で検索

【問い合わせ先】　ハローワーク（飯田公共職業安定所）　☎24−8609
　　　　　　　　役場　産業振興課　商工観光係　☎33−5126

求人者名 職　種 掲載期限
喬木村社会福祉協議会 介護職員（喬木荘・デイサービスふれ愛） 2月28日

（株）アイテク 精密電子機器の組み立て、検査、梱包・品質管理者
製造リーダー・製造技術者、電子回路技術者 2月28日

飯田精機（株） 機械オペレーター（MC,NC旋盤） 2月28日
車検のコバック飯田阿島店 フロント・エンジニア・自動車板金塗装 2月28日

（株）コバックス 製造技術職 2月28日
（株）龍光電気工業 事務職 2月28日
（株）アジマ自動車学校 教習指導員・教習指導員候補 1月31日
（有）綿治硝子店 燃料配送ドライバー 1月31日
大平建設（株） 土木作業員・土木施工管理 1月31日

さくら整骨院 接骨院受付窓口・フロア業務・柔道整復師・鍼灸師
あん摩マッサージ師 1月31日

※ハローワークインターネットサービスに掲載されている情報の再掲です。
　勤務条件等詳細はハローワークにお問い合わせください。

ハローワーク
村内企業求人情報(フルタイム) 令和６年12月20日現在

２日(日)ふるさとづくりフォーラム（公民館）

３日（月）◎豆まき(学遊館)
豆まき(各保育園)

４日（火）来入児一日入学（第一小）
 蔵書整理休館日（図書館）　
５日（水） おはなしのへや（図書館）

６日（木） 令和７年度新入園児説明会
（たかぎ保育園）　

７日（金） 令和７年度新入園児説明会（南保育園）
１２日（水） ベビービクス（学遊館）

 来入児一日入学（第二小）

１７日（月） 役場文書配布（PM）
 ★足つぼマッサージ（学遊館）

１８日（火） 遊びのひろば(ひな人形づくり)
( ～3月3日(月)　学遊館)

１９日（水） 絵本の会（図書館）
２１日（金） おひさまクラブ（各保育園）
 ◎アスボで遊ぼう・ヨガ（学遊館）
２５日（火） ★発達支援相談日（学遊館）
２８日（金）★リユースデー（学遊館）

◎…村内優先・要申込　★…開放教室



◆㈱アイテク様から寄贈　12月3日（火）
子育て支援のための寄付金と、スポーツ推進のためにと
テニスボールや卓球用具などをご寄付していただきまし
た。㈱アイテク様には、令和元年以降、毎年寄付をいた
だいています。今回のご寄付は、たかぎスポーツクラブ
などで大いに活用させていただく予定です。変わらぬ、
あたたかいお気持ちに、心より感謝いたします。

◆子育てひろばクリスマス会　12月24日（火）
親子で楽しめるクリスマスコンサートが開催されました。
木管楽器による生演奏で歌ったり手遊び歌を楽しみまし
た。後半にはサンタさん登場。サンタさんへの質問コー
ナーもあり、「いちごは好きですか？」など可愛らしい質
問もありました。こどもたちは、サンタさんからプレゼ
ントをもらい大喜び。楽しいひと時を過ごしました。

◆喬木村消防団 模擬火災訓練＆救助資機材訓練　12月1日（日）
同報無線による模擬火災訓練放送を合図に、各班の消防団
員が詰所から出動。林野火災を想定し、放水訓練が行われ
ました。この日は気温が低く、水も大変冷たい状態でした
が、団員たちは真剣な表情で訓練に取り組んでいました。
また、人命救助を想定し、実際に救助資機材を使用した訓
練も行われ、各団員のスキルアップを図りました。

◆県知事村内視察　12月25日（水）
南信州執務週間で飯田下伊那地域を拠点に活動していた
阿部守一知事が、村内でリニア工事・三遠南信自動車道
工事の視察、阿島傘振興会との懇談会と製作体験を行い
ました。懇談の中では、村の伝統工芸のひとつ阿島傘の
後継者支援や、世界に向けて阿島傘を発信していくために
も、県との連携・協力を求む意見交換などが行われました。

◆ふるさとＣＭ大賞　最終審査会
第24回ａｂｎ・八十二ふるさとＣＭ大賞に村から応募した作
品のうち「喬木村で 大きくなぁれ！」が最終選考会の20作
品に選ばれました。それぞれの地元愛が詰まった作品が並ぶ
中、選考の結果「感動賞」と「藤森賞」を受賞しました。こ
のCMは年間20回放映されます。また藤森賞の特典として司
会を務めた藤森慎吾さんが村内を訪れる予定となっています。

◆定住促進就業祝金贈呈式　12月17日（火）
定住促進と雇用の安定、地域活性化を図ることを目的に、
自宅から通勤可能な事業所に就職した方に祝金が贈ら
れる制度。今年度は18名の方が該当し、当日は10名の
方が出席しました。職場の様子や村に対する意見なども
発表していただきました。今後も職場や地域での活躍を
願う言葉と祝金が贈呈されました。

村の話題・出来事


